



































開されるようになった。ソーシャル・イノベーションとは，Phills et al. [2008]
によれば「社会的ニーズ・課題への新規の解決策を創造し，実行するプロセ
ス」１）とされる。この定義はかなり広い定義であるが，フランスの INSEAD の













































































































































































































































































































































ンスの Credit Agricole とオランダの Rabobank は参加の単位組織の検査・監督を行なう。フ
ランスの Crédit Agricole は３段階で，地区毎の地域銀行は３９行，その傘下の地元金庫は
２，６００組合あり，非銀行である（銀行免許は持たない）。オランダの Rabobank グループも銀
行免許は中央機関のみで単位組織の１８３組合は非銀行である。フランスには協同組織金融機


















































































































































































貸出債権の不良化 １４６ ９４ ２３ １４ １２３ ８０ １９ １５
有価証券投資等の失敗 ５０ ２３ １０ ７ ４０ １６ ０ ０


























































































































munity Reinvestment Act) のほか Bank Enterprise Act, 1991. が制定されており，
低所得層・衰退地域（所得等が全米の平均以下の地域における中低所得層や当
該地域）への金融活動の預金保険料の減額による誘導を行なっている。さらに，













１９） Ｓコーポレーションとは，連邦税法（内国歳入法）第１章第Ｓ節 (Subchapter S) を選択し
た法人 (incorporated association) で，法人税非課税（法人段階での連邦法人所得税の免除，
株主段階での個人所得税課税）である。パートナーシップの場合と同様に，法人段階の所得，
利益，損失および控除項目は，年度毎に持ち株数に応じて，各株主に割り当てられ，株主の































































２４） credit union は，地域，職域，団体（業界団体，職業団体，労働組合，協会など），複合（複
数の職域等が１つのグループになったもの）があり，それぞれ３５％，２２％，９％，３１％とい







































レゼンスは大きいものではない。イギリスやアメリカでは credit union が存在
するが，そのシェアは低い。協同組織金融機関の代わりに相互組織の金融機関








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２７） Albert [1991]，邦訳 [2008] p. 258。




会）で弱体化した点は，岩井 [2006] に詳しい (pp. 55~56)。




















３１） 前掲書 p. 237。
３２） 前掲書 pp. 238~262。ライン型資本主義がネオアメリカ型資本主義よりも相対的にずっと
競争力があるにもかかわらず，８０年代初めから心理的，政治的に勝利をおさめているのは
ネオアメリカ型であると，指摘した（前掲書 p. 237）。








３４） 前掲書 p. 258。







カール・ポラニー (Polanyi, K.) の Great Transformation: The Political and
Economic Origins of Our Time, Farra & Rinehart, 1944. の２００１年版 Foreword by


























（前掲書 p. xxxviii) と指摘した。
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３８） Stiglitz [2002]，邦訳 [2002] p. 11。
３９） 前掲書 p. 13。















































４３） 前掲書 pp. 5~6。








































４６） 前掲書 pp. 538~539。

































































５０） 谷本 [2009] p. 31。






























































































１先当り融資額 ２００２年３月末 ２００４年３月末 ２００７年３月末
３００万円未満 ７０．４％ ６９．０％ ６５．２％
３００～１，０００万円未満 １２．８ １３．０ １３．４
１，０００万円以上 １６．８ １８．０ ２１．４
（２） 貸出残高別構成
融資残高別構成 ２００２年３月末 ２００４年３月末 ２００７年３月末
１，０００万円未満 １２．３％ １１．９％ １０．７％
１，０００～１億円未満 ４１．７ ４３．４ ４４．７
１～３億円未満 ２０．１ １９．５ １９．４
３億円以上 ２５．９ ２５．２ ２５．２
（出所） 全国信用金庫協会『信用金庫金融統計』２００７年版
（表７）小規模企業の借入額
（１） CRD データ（鹿野 [2008]）
中小全体 従業員：１～４人 ５～９人 １０～１９人 ２０～４９
長短期借入金 ５，０９２．７万円 ２，４６１．４ ４３８５．４ ８，２００．０ １，９４２９．８
（２）国民生活金融公庫総研調査（括弧は中央値）
全 体 売上：５，０００万円未満 ５，０００～１億 １～５億













































３４．５％８０．８％ 都市銀行７８．６％ ３３．０％７７．６％ ３０．１％ ３０．０％ ２９．２％７５．６％ ７５．８％ ７５．５％ 第二地銀 地銀２８．０％７４．２％ ７６．０％７３．６％ ７４．４％７４．４％ ２９．８％ ２７．４％ ２８．５％２８．９％７２．６％ ７２．７％７２．５％ 地銀 ２６．２％ 信金２８．３％７１．５％７１．５％ ２５．５％ ２７．０％７２．１％７１．１％ ７２．２％ ２６．３％都市銀行７０．０％ ２５．２％
２２．５％ ２３．４％ ２４．２％ ２４．１％ ２４．１％ 第二地銀２３．２％
２２．１％６２．３％ １９．８％６２．２％
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